
2 月 2６日（木）六送会を行いました。神楽の引継ぎ

や縦割り班で１５０周年にちなんだクイズを行いまし

た。この会は、新執行部と５年生が中心となって企画、

運営を行いました。当日まで各学年では、臨時代表委員

会で決まったことをもとに準備をしてきました。1 年生

はメダルづくり。2 年生は神楽の引継ぎ。３年生は感謝

のお手紙。４年生は似顔絵。５年生は運営に向けての具

体化と飾り付けなどの準備。在校生が一丸となって平舘

小学校にいてよかったと６年生に思ってもらうために準

備を進めました。やらなければならないことに本気で取

組むこと、手を使い助け合うこと、自分の考えをもち工

夫すること、この３つの力をつけてきたことが凝縮された時間となりました。この１年の子

ども達の成長に目頭が熱くなりました。このようにみんなの気持ちを一つにできたのは、６

年生が様々な場面で先頭に立って活動してきたからです。そんな６年生への感謝を込めた心

に残る時間となりました。４月から新しい生活が始まる６年生ですが、きっと自分らしく活

躍してくれることと信じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【クイズ大会の一コマ】 

 学校と家庭・地域を結ぶ通信                                   令和８年２月２７日 

                                       第 １９ 号 

                                 八幡平市立平舘小学校 

                                 文責：長山 政志 

校報    

【6年生と 1年生が手をつないで入場】 

【神楽の引継ぎ】 

六
年
生
へ
の
お
礼
よ
り 

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
皆
さ
ん
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
「
憧
れ
の
ヒ

ー
ロ
ー
」
で
し
た
。
全
校
の
手
を
引
き
歩
い
て
行
く
姿
、
委
員
会
や
ク

ラ
ブ
で
テ
キ
パ
キ
と
仕
事
を
こ
な
す
姿
、
そ
し
て
、
学
校
全
体
を
明
る

く
盛
り
上
げ
て
い
る
力
強
い
姿
、
私
た
ち
が
困
っ
て
い
る
時
に
は
、
一

番
に
気
付
い
て
く
れ
て
優
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
頼
も

し
い
背
中
を
見
る
た
び
に
、
私
た
ち
も
「
頼
も
し
い
六
年
生
に
な
り
た

い
！
」
と
、
何
度
も
心
の
中
で
思
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
い
て
く
れ
る

だ
け
で
、
平
舘
小
学
校
が
パ
ッ
と
明
る
く
な
り
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
乗

り
越
え
ら
れ
る
よ
う
な
安
心
感
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
こ
の
学
校

の
み
ん
な
を
支
え
て
く
れ
た
「
頼
り
に
な
る
最
高
の
ヒ
ー
ロ
ー
」
そ
れ

が
、
六
年
生
の 

皆
さ
ん
で
す
。 

皆
さ
ん
と
過
ご
す
時
間
は
あ
と
少
し
に
な
り 

ま
す
。
さ
み
し
い
気
持
ち
は
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、 

私
た
ち
も
六
年
み
た
い
な
「
最
高
で
頼
り
に
な 

る
六
年
生
」
に
な
れ
る
よ
う
に
一
生
懸
命
が
ん 

ば
り
ま
す
。
六
年
生
も
中
学
校
で
も
一
生
懸
命 

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。 

【感謝の手紙】 



 2 月２５日（水）、今年度 3 回目の学校運営協議会を開催しました。お忙しいところ委員

の皆様には、ご出席いただきありがとうございました。 

 今回は、この 1年を振り返り今年度の教育活動の成果や課題、来年度の教育活動に向けて

たくさんのご意見を頂戴いたしました。また、給食の試食もしていただくことで子ども達の

環境をご理解いただく機会ともしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記に簡単に記しましたが、本当にたくさんのご意見をいただきました。来年度に向けて貴

重なご示唆をいただきました。今後も保護者、運営協議会、地域の皆様と共に子ども達のた

めに何ができるのか、考えていきたいと思います。大変ありがとうございました。 

ある日の出来事から 
 ある朝のことです。６年生の子が手

に何か小さな袋をもっています。

「校長先生、ごみが落ちていまし

た」と言うのです。ごくごく自然に

ごみを拾ってきたのです。道端にあ

ったごみを誰に言われるともなくそ

っと拾う、正に「手を使う」を実践

しています。流石！憧れのヒーロー

と言われる６年生！ 

第 3回学校運営協議会より  

 

今年度の様子から 

✓ 様々なことを子ども達に投げかけて考えさせている。 

✓ 子ども達が目標をもっていることが大切なことだと感じている。 

✓ コミュニティースクールと教職員がより一層つながっていければいいと思う。 

来年度に向けて 

✓ 今の生活の中で本に親しむことの難しさがある。小さい頃の習慣も大切である。保護

者も一緒に読むということや、本に触れる機会を作っていきたい。 

✓ 地域人材をさらに活用した取組を進めていきたい。（クラブ活動や音楽等） 

職員の経営評価から 

✓ 子ども達の考える時間の確保、話す機会の設定、みんなで解決することについて、や

れていること、継続していくことがしっかりと確認されている。 

その他ご意見として 

✓ 先生と子どもの関係性の大切さ（礼儀・礼節）も大切にしていきたい 

✓ 教育とは、「子どものためになること全て」「子どもと共に学ぶこと」 

という貴重なお言葉もいただきました。 

感動しています！ 
 何を言っているのかわからない見出しです

みません。以前からお知らせしている、来年

度に向けた保護者まなびフェストについてで

す。臨時 PTA 理事会で、学校運営協議会並み

の熟議の末、１０の目指す姿が決まりまし

た。このまなびフェストは、新年度の PTA 総

会でお披露目となります。 

 さて、何に感動しているかといいますと…

理事の皆様の子ども達への熱い思いと、共に

成長していこうとする考えです。親として

「こうありたい」という思いが、言葉となっ

て意見が交わせました。仕事も家事も忙しい

にもかかわらず、寄せる思いに敬服しまし

た。このようなご家庭だからこそ、今の子ど

も達の姿があるのだと、改めて感じました。

私共教職員も、負けない熱意で取組んでまい

ります。 

お知らせ 
次回校報には、子ども

達が考えた「10 のがん

ばり」についてお知ら

せいたします。これが

出来るまで、出来上が

りも、感動ものです！ 


